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2

「
類る
い

聚じ
ゅ
う」

と
は
、
同
じ
種
類
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
に
聚あ
つ

め
る
意
で
、
雑ざ
っ

纂さ
ん（

一

定
の
配
列
を
設
け
ず
に
集
め
る
こ
と
）
や
年
代
順
な
ど
に
対
比
し
て
い
う
、
書
物
の

編
纂
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。「
古
集
」
は
、
こ
の
書
が
編
ま
れ
た
平
安
時
代
か
ら
見

て
古
い
歌
集
で
あ
る『
万
葉
集
』
を
い
う
。
そ
う
い
う
書
名
か
ら
わ
か
る
よ
う
に『
類

聚
古
集
』は
、全
体
と
し
て
一
定
の
配
列
方
法
の
見
つ
け
に
く
い『
万
葉
集
』の
歌
を
、

大
き
く
は
長
歌
・
短
歌
・
旋せ

頭ど
う

歌
と
い
う
歌
体
別
に
ま
と
め
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
、

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
天
地
・
山
水
な
ど
の
題
材
に
よ
っ
て
分
類
し
、
ま
た
、
春
で
は

春
の
風
物
や
行
事
の
推
移
の
順
序
に
従
っ
て
配
列
す
る
と
い
う
よ
う
に
編
集
し
直
し

た
も
の
で
あ
る
。

編
者
は
藤
原
敦
隆（
？
〜
一
一
二
〇
）。
し
た
が
っ
て
そ
の
没
年（
一
一
二
〇
）ま
で

に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
成
立
後
ま
も
な
く
読
ま
れ
始
め
た
よ
う
で
あ
り
、
敦

隆
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
源
俊
頼（
一
〇
五
五
〜
一
一
二
八
）が
歌
作
の
際
に
用
い
た

り
、
同
時
期
の
歌
人
藤
原
仲
実（
一
〇
五
七
〜
一
一
一
八
）に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
歌
学

書
『
綺
語
抄
』
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。

本
書
の
貴
重
さ
の
第
一
は
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
類
聚
古
集
』
の
写
本
が
本

書
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
第
二
は
『
万
葉
集
』
の
歌
を
分
類
・
編
集
し
た
最
初
の
書
物

で
あ
る
こ
と
、
第
三
は
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
各
歌
の
本
文
の
伝
わ
り
方
や
当
時
の

読
み
方
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

巻
三
、四
な
ど
の
巻
末
に
は
、「
一
見
了
」
と
し
て
伏
見
天
皇
の
宸
筆
と
い
わ
れ
る

花
押
が
あ
る
。

本
書
は
昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）三
月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

全
十
六
帖　
藤
原
敦
隆
編　
平
安
時
代
成
立　
写
本　
縦
二
二・三
×
横
一
四・二
㎝

〔
請
求
記
号
〇
二
一
─
五
八
〇
─
一
六
〕

類る
い

聚じ
ゅ
う

古こ

集し
ゅ
う（

国
宝
）
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本
書
は
平
安
末
期
の
長
承
四
年（
一
一
三
五
）書
写
の
奥
書
を
有
す
る
き
わ
め
て
珍

重
す
べ
き
浄
土
教
系
の
文
献
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
巻
首
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
首
題

並
び
に
撰
号
が
判
ら
な
い
ま
ま
本
学
図
書
館
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
。

本
書
の
著
者
中
川
実
範（
？
〜
一
一
四
四
）は
藤
原
顕
実
の
息
子
で
、
は
じ
め
興
福

寺
で
法
相
学
を
習
学
し
、
次
い
で
醍
醐
寺
で
密
教
を
受
法
し
て
い
る
。
の
ち
東
大
寺

の
別
所
光
明
山
寺
に
入
り
、
多
く
の
浄
土
教
関
係
の
書
を
残
し
た
。『
念
仏
式
』
は

浄
土
教
の
実
践
法
で
あ
る
五
念
門（
①
礼
拝
門
、②
讃
歎
門
、③
作
願
門
、④
観
察
門
、

⑤
廻
向
門
）の
行
法
を
説
く
。
イ
ン
ド
・
中
国
の
経
論
章
疏
の
ほ
か
に
『
往
生
要
集
』

が
比
較
的
よ
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
叡
山
浄
土
教
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
龍

谷
大
学
本
は
、巻
末
に
「
長
承
乙
卯
歳
暮
春
丁
酉
日
写
也　

釈
種（
署
名
梵
字
四
字
）」

の
書
写
奥
書
が
あ
り
、
実
範
在
世
中
の
書
写
に
か
か
る
南
都
浄
土
教
系
資
料
と
し
て

そ
の
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
。

昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
）六
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

一
巻　
中
川
実
範
著　
長
承
四
年（
一
一
三
五
）写　
縦
二
六・四
×
横
八
七
八・七
㎝

〔
請
求
記
号
〇
二
一
・
一
─
三
二
一
─
一
〕

念ね
ん

仏ぶ
つ

式し
き（

国
指
定
重
要
文
化
財
）

2



4

大
谷
探
検
隊
第
二
次
探
検
隊
員
の
橘
瑞
超
氏
が
、

一
九
〇
九
年
に
中
央
ア
ジ
ア
の
ロ
プ
湖
北
岸
の
ロ
ー
ラ
ン
古

址
よ
り
、
発
掘
・
将
来
し
た
文
書
で
あ
る
。

本
資
料
は
一
般
に
「
李
柏
文
書
」
と
呼
ば
れ
、
首
尾
完
存

の
Ａ
・
Ｂ
両
文
書
と
三
十
九
の
断
片
群
と
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
Ａ
・
Ｂ
両
文
書
か
ら
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
前
涼
国
の

使
者
が
西
域
諸
国
を
歴
訪
す
る
に
あ
た
り
、
西
域
長
史
李
柏

が
符
太（
Ｂ
文
書
は
符
大
）に
も
た
せ
た
、
訪
問
先
の
各
国
王

に
宛
て
た
書
状
の
草
稿
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
本
資
料
の
縦
の
長
さ
は
、
漢
代
の
一
尺
に
相
当
し
、

当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
木
簡
の
長
さ
と
同
じ
で
あ
る
。
書
写

材
料
と
し
て
、
紙
が
普
及
し
て
い
く
ご
く
初
期
の
遺
品
で
あ

り
、
更
に
、
書
写
年
代
も
前
涼
太
元
五
年（
三
二
八
）と
考
証

さ
れ
て
い
る
。
紙
を
使
用
し
て
筆
記
さ
れ
た
首
尾
完
結
し
た

書
状
で
、
古
代
中
国
の
文
書
様
式
を
明
ら
か
に
し
た
資
料
と

し
て
、
昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）十
一
月
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

ロ
ー
ラ
ン（
楼
蘭
）出
土　
前
涼
大
元
五
年（
三
二
八
）筆

Ａ
縦
二
三・八
×
横
三
九・七
㎝　

Ｂ
縦
二
三・八
×
横
二
八・五
㎝

〔
西
域
文
化
資
料
五
三
八
〕

李り

柏は
く

尺せ
き

牘と
く

稿こ
う（

二
通
）

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
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百
万
塔
は
、『
続
日
本
紀
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
を
契
機
に
、

称
徳
天
皇（
七
一
八
〜
七
七
〇
）が
露
盤
の
下
に
根
本
・
慈
心
・
相
輪
・
六
度
等
の
陀

羅
尼
を
収
め
た
三
重
小
塔
百
万
基
の
造
立
を
発
願
し
、
宝
亀
元
年（
七
七
〇
）に
完
成

し
、
諸
寺
に
分
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
の
所
依
の
経
典
は
、
造
塔
事
業
の
功
徳
を
説
く
「
無
垢
清
光
大
陀
羅
尼

経
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
鎮
護
国
家
・
滅
罪
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
法
隆
寺
に
は
、

約
四
千
六
百
基
余
り
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
百
万
塔

も
そ
れ
ら
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

百
万
塔
は
轆ろ
く
ろ鑪
挽
き
の
技
術
で
作
成
さ
れ
、
三
層
を
な
す
塔
身
部（
高
さ
約
一
二

㎝
）に
は
直
径
二
・
五
㎝
余
り
の
陀
羅
尼
の
納
入
孔
が
穿
た
れ
、
全
体
に
胡
粉
を
塗
布

し
て
い
る
。
そ
の
底
部
に
は
轆
鑪
軸
に
材
を
固
定
す
る
た
め
の
爪
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

納
入
さ
れ
た
陀
羅
尼
は
前
記
の
よ
う
に
四
種
類
あ
り
、
龍
谷
大
学
所
蔵
の
そ
れ
は

冒
頭
の
五
行
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
よ
り
相
輪
陀
羅
尼
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
陀
羅
尼
は
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
木
版
か
銅
版

か
で
見
解
は
分
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
塔
身
部
・
相
輪
部（
高
さ
九
㎝
）の
底
部
に
は
多
く
の
製
作
年
月
日
・
左
右

の
工
房
名
・
工
人
名
等
が
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
。
本
学
所
蔵
の
そ
れ
も
相
輪
部
に
墨

書
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
虫
喰
い
の
た
め
判
読
困
難
で
あ
る
。

本
学
所
蔵
品
も
含
め
百
万
塔
は
、
そ
の
目
的
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
古

代
の
仏
教
を
考
え
る
際
の
貴
重
な
遺
品
と
い
え
よ
う
。

三
基　
自
心
陀
羅
尼
・
相
輪
陀
羅
尼　
高
さ
二
一・五
㎝
／
二
一・三
㎝
／
二
〇・七
㎝

〔
請
求
記
号
〇
二
三
・
六
─
九
─
一
／
〇
二
四
・
三
─
二
七
二
─
二
〕

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

塔と
う

陀だ

羅ら

尼に

4
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『
往
生
要
集
』
は
、恵
心
僧
都
源
信（
九
四
二
〜
一
〇
一
七
）が
寛
和
元
年（
九
八
五
）

に
著
わ
し
た
、
わ
が
国
浄
土
教
思
想
史
上
最
高
の
書
と
い
わ
れ
て
い
る
。
内
容
は
三

巻（
本
末
六
巻
）十
門（
厭お
ん

離り

穢え

土ど

・
欣ご
ん

求ぐ

浄じ
ょ
う

土ど

・
極
楽
証
拠
・
正
修
念
仏
・
助
念
方

法
・
別
時
念
仏
・
念
仏
利
益
・
念
仏
証
拠
・
往
生
諸
行
・
問
答
料
簡
）
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
一
六
〇
部
に
及
ぶ
経
典
か
ら
、
往
生
極
楽
に
関
す
る
九
五
二
の
要
文
を

選
び
集
め
、
天
台
仏
教
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
諸
経
論
の
教
説
を
互
い
に
会
通
さ

せ
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
自
ら
の
浄
土
教
思
想
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の

思
想
、
美
術
な
ど
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

龍
谷
大
学
本
は
、
全
部
で
六
冊
か
ら
成
り
、
第
六
冊
末
に
「
建
長
五
年
在
歳
癸
丑

四
月
肇
彫
九
月
畢
切　

願
主
道
妙
」
の
記
載
が
あ
る
。『
往
生
要
集
』
の
版
本
に
つ

い
て
は
、
鎌
倉
時
代
だ
け
を
見
て
も
、
記
録
か
ら
承
元
版
・
建
保
版
・
建
長
版
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
本
書
を
は
じ
め
と
す
る
建
長
版
が
広
く
読
ま
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
書
成
立
の
翌
年
に
中
国
の
周
文
徳
に
よ
っ
て
天
台
山

国
清
寺
に
も
た
ら
さ
れ
、
宋
朝
の
真
宗
皇
帝
を
初
め
多
数
の
帰
依
者
を
得
、
そ
の
影

響
は
中
国
ま
で
及
ん
だ
。

六
冊　
源
信
著　
建
長
五
年（
一
二
五
三
）刊　
縦
二
四・〇
×
横
一
五・〇
㎝

〔
請
求
記
号
〇
二
一
─
一
五
〇
─
六
〕

往お
う

生じ
ょ
う

要よ
う

集し
ゅ
う

5
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『
涅
槃
経
』
の
詳
し
い
名
称
は
、『
大だ
い

般は
つ

涅ね

槃は
ん

経ぎ
ょ
う』
と
い
い
、釈
迦
の
入
滅
を
叙
述
し
、

そ
の
意
義
を
説
く
経
典
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』
に
は
、
小
乗
の
『
涅
槃
経
』（
西
晋
白
法

祖
訳
『
仏ぶ
つ

般は
つ

泥な
い

洹お
ん

経ぎ
ょ
う』

な
ど
）と
大
乗
の
『
涅
槃
経
』（
北
涼
曇ど
ん

無む

讖せ
ん

訳
『
大
般
涅
槃
経
』

な
ど
）が
あ
る
。
大
乗
の
『
涅
槃
経
』
に
は
、
悉し
つ

有う

仏ぶ
っ

性し
ょ
う（

一
切
の
も
の
は
悉
こ
と
ご
とく

仏
性

を
有
す
る
こ
と
）と
如に
ょ

来ら
い

常じ
ょ
う

住じ
ゅ
う（
如
来
が
生
滅
・
変
化
な
く
常
に
存
在
す
る
こ
と
）が
説

か
れ
て
お
り
、
日
本
仏
教
思
想
史
の
上
で
大
き
な
影
響
を
与
え
、
宗
派
を
越
え
て
、

成
仏
を
論
ず
る
の
に
必
要
と
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。

『
涅
槃
経
』
は
、浄
土
真
宗
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

親
鸞
聖
人
の
教
え
の
拠
り
所
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、聖
人
の
主
著
で
あ
る
『
教

行
信
証
』
に
も
、「
信
巻
」
逆
ぎ
ゃ
く

謗ぼ
う

摂せ
っ

取し
ゅ

釈し
ゃ
くな

ど
を
は
じ
め
、
引
用
が
実
に
三
十
三
回
に

わ
た
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、浄
土
和
讃
の
諸
経
意
の
「
無
上
上
は
真
解
脱
」「
一

子
地
は
仏
性
な
り
」
な
ど
は
、『
涅
槃
経
』
に
よ
り
讃
詠
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
記
さ
れ
て
い
る
文
字
か
ら
判
断
す
る
と
、
劉
宋
の
慧
厳（
三
六
三
〜

四
四
三
）ら
が
校
合
訂
正
し
た
南
本
の
『
大
般
涅
槃
経
』（
全
三
六
巻
）を
、
聖
人
が
書

写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
高
田
専
修
寺
が
所
蔵
す
る
『
大
般
涅
槃

経
要
文
』
は
、
北
本
と
さ
れ
る
北
涼
の
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』（
全
四
〇
巻
）を
、

聖
人
が
抄
出
し
た
書
物
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
本
資
料
か
ら
、
南
本
に
つ
い
て
も
、

聖
人
が
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
一
文
は
、
第
一
八
巻
の
一
部
で
あ
り
、
朱
筆
が
施
さ
れ
て

い
る
。
恐
ら
く
本
来
は
、
聖
人
が
書
写
し
て
朱
筆
を
加
え
た
巻
子
本
が
全
巻
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
流
伝
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
各
巻
で
分
与
さ
れ
、
や
が
て

は
巻
子
本
自
体
を
裁
断
し
て
、
門
末
の
信
徒
に
分
配
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
幅　
劉
宋
慧
厳
等
校
訂　
親
鸞
聖
人
筆
写　

縦
二
二・三
×
横
一
五・二
㎝（
全
体
縦
七
九・二
×
横
三
一・一
㎝
）

〔
請
求
記
号
〇
二
四
・
三
─
二
七
三
─
一
〕

親
鸞
聖
人
筆
涅ね

槃は
ん

経き
ょ
う

文も
ん

6
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西
本
願
寺
の
旧
蔵
に
か
か
る
『
混
一
疆
理
歴
代
国
都
之
図
』
は
、
明
治
時
代
に
朝

鮮
か
ら
将
来
さ
れ
た
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
世
界
地
図
の
一
つ
で
あ
る
。
朝
鮮
の

役
の
際
、
加
藤
清
正
が
熊
本
の
本
妙
寺
に
献
納
し
た
『
大
明
国
地
図
』
な
ど
と
同
じ

系
統
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

絹
地
に
描
か
れ
た
こ
の
地
図
は
、
下
段
に
あ
る
朝
鮮
王
朝
建
国
の
功
臣
権
近
が
記

す
そ
の
由
来
に
よ
る
と
、
明
の
建
文
四
年（
一
四
〇
二
）、
左
政
丞
の
金
士
衡
と
右
政

丞
の
李
茂
の
命
を
受
け
た
李り

薈わ
い

が
、
明
王
朝
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
二
つ
の
地
図
を
合

体
さ
せ
作
成
し
、
簡
略
で
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
を
描
き
直
し
た
も
の
だ
と

い
う
。

本
学
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
は
、
図
中
の
朝
鮮
半
島
に
記
さ
れ
て
い
る
地
名
な
ど
か

ら
、
実
際
に
は
一
四
七
〇
年
代
以
降
の
改
訂
版
と
考
え
ら
れ
る
が
、
製
作
年
代
に
つ

い
て
は
、
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
同
系
の
世
界
地
図
の

中
で
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

李
薈
が
も
と
に
し
た
二
つ
の
地
図
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
＝
元
朝
時
代
の
一
四
世
紀
半

ば
頃
に
作
成
さ
れ
た
李
沢
民
の
『
声
教
広
被
図
』
と
清せ
い

濬し
ゅ
んの

『
混
一
疆
理
図
』
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
図
に
記
さ
れ
る
地
名
の
多
く
は
、
世
界
帝
国
を
築
き
上
げ
た
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
大
航
海
時
代
よ
り
前
に
ア
ジ
ア
で
作
ら
れ
た
世
界

地
図
と
し
て
、
研
究
上
の
価
値
は
高
い
。

一
舗　
李
薈
作　
一
四
七
〇
年
代
以
降
改
訂
製
作　

縦
一
五
一・〇
×
横
一
六
三・〇
㎝（
全
体
縦
二
四
五・〇
×
横
一
八
七・〇
㎝
）

〔
請
求
記
号
〇
二
一
・
一
─
一
〇
三
─
一
〕

混こ
ん

一い
つ

疆き
ょ
う

理り

歴れ
き

代だ
い

国こ
く

都と

之の

図ず

7
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須
弥
山
の
須
弥
と
は
梵
字
「Sum

eru

」（
ス
メ
ー
ル
）の
音
写
で
妙
高
と
訳
さ
れ
る
。

古
代
イ
ン
ド
の
宇
宙
観
で
、
一
須
弥
世
界
の
中
心
に
あ
る
高
山
を
指
す
。
仏
教
で
は
こ

の
須
弥
山
説
を
踏
襲
し
て
お
り
、
江
戸
末
期
に
は
こ
れ
を
一
般
に
易
し
く
理
解
さ
せ
る

た
め
、リ
ン
が
鳴
り
太
陽
と
月
が
時
計
仕
掛
け
で
動
く
模
型
を
考
案
し
た
。
こ
れ
が「
須

弥
山
儀
」
で
あ
る
。

仏
教
で
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
宇
宙
観
を
受
け
つ
ぎ
、
世
界
は
須
弥
山
を
中
心
に
立
体

に
広
が
っ
て
い
る
と
説
い
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
江
戸
末
期
、
西
洋
の
地
動
説
が
広
ま

る
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
の
権
威
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
誰
よ
り
も
危
惧
し
た
の
は
仏
教
界

で
あ
っ
た
。殊
に
天
台
宗
の
普
門
律
師
円
通（
一
七
五
四
〜
一
八
三
四
）は『
佛
國
歴
象
編
』

な
ど
を
著
し
、
仏
教
界
の
危
機
意
識
は
あ
ま
り
に
も
低
い
と
憤
慨
し
、
仏
法
護
持
の
信

念
を
述
べ
て
い
る
。
円
通
の
揺
ぎ
な
い
仏
教
宇
宙
観
普
及
の
精
神
は
、
彼
の
高
弟
で
あ

る
天
竜
寺
の
環
中
禅
機
、
そ
の
孫
弟
子
で
あ
る
萩
の
永
照
寺
俱
舎
晃
厳
ら
に
よ
っ
て
引

き
継
が
れ
た
。

環
中
ら
の
高
弟
は
嵯
峨
林
泉
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
円
通
の
「
須
弥
山
儀
」
の
掛
け

軸
を
み
て
、
師
匠
の
信
念
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
を
是
非
と
も
実
際
に
動
く
模
型
に
し
た

い
と
願
望
し
た
。
そ
こ
で
弘
化
年
間（
一
八
四
四
〜
一
八
四
七
）の
当
時
、
か
ら
く
り
細

工
人
と
し
て
は
本
邦
随
一
の
名
声
を
博
し
て
い
た
「
か
ら
く
り
儀
右
衛
門
」
こ
と
田
中

久
重（
東
芝
創
立
者
）に
製
作
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）に
着
工

し
、
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）に
見
事
こ
れ
を
完
成
し
た
。

こ
う
し
て
円
通
に
よ
る
仏
教
宇
宙
観
普
及
の
精
神
は
環
中
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、

環
中
が
発
注
製
作
し
た
「
須
弥
山
儀
」
と
「
縮
し
ゅ
く

象し
ょ
う

儀ぎ

」（
須
弥
世
界
で
人
間
が
住
む
場
所

で
あ
る
南な
ん

贍せ
ん

部ぶ

州し
ゅ
うを

現
し
た
天
体
儀
）
は
晃
厳
が
引
き
継
ぎ
所
有
し
た
。
そ
の
後
こ
れ

を
晃
厳
の
次
男
で
あ
る
村
上
孝
雄
師
が
譲
り
受
け
ら
れ
、
西
本
願
寺
の
大
学
林（
現
龍

谷
大
学
）に
寄
贈
さ
れ
た
。「
六
條
学
報
」
第
七
六
号
に
は
村
上
孝
雄
師
の
寄
贈
書
目
と

し
て「
須
弥
山
儀
器
械
」、「
縮
象
儀
器
械
」が
他
の
関
係
資
料
と
共
に
揚
げ
ら
れ
て
あ
る
。

一
基　
環
中
禅
機
・
晃
厳
依
頼　
田
中
久
重
製
作

弘
化
四
年（
一
八
四
七
）着
工　
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）完
成

須し
ゅ

弥み

山せ
ん

儀ぎ

8
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わ
が
国
最
初
の
西
洋
解
剖
書
の
訳
本
で
あ
る
。
原
典
は
、
ド
イ
ツ
人
ヨ
ハ
ン
・
ア

ダ
ム
・
ク
ル
ム
ス
の
『
解
剖
図
譜
』
の
独
蘭
訳
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
で

あ
る
。
前
野
良
沢（
一
七
二
三
〜
一
八
〇
三
）
を
主
に
、
杉
田
玄
白（
一
七
三
三
〜

一
八
一
七
）・
中
川
淳
庵（
一
七
三
九
〜
一
七
八
六
）
ら
が
桂
川
甫
周（
一
七
五
一
〜

一
八
〇
九
）ら
の
協
力
を
得
て
翻
訳
に
あ
た
り
、
安
永
三
年（
一
七
七
四
）に
刊
行
し

た
。
本
文
四
冊
、
附
図
一
冊
か
ら
成
る
。
初
版
本
で
あ
る
。

明
和
八
年（
一
七
七
一
）三
月
四
日
、
江
戸
小
塚
原
に
お
け
る
女
体
の
腑
分
け
の
見

学
に
よ
り
、
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
図
の
正
確
さ
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
翌
日

か
ら
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
翻
訳
し
、
非
常
な
努
力
を
し
て
完
成
し
た
。
内
容
は
、

原
典
の
本
文
だ
け
を
訳
し
、
本
文
の
数
倍
に
及
ぶ
脚
註
に
は
触
れ
ず
、
二
十
八
編
に

細
分
さ
れ
る
。

図
は
、
小
野
田
直
武（
一
七
四
九
〜
一
七
八
〇
）が
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
裸

体
の
男
女
が
左
右
に
立
ち
、
上
方
に
王
冠
と
紋
章
を
付
し
た
盾
が
あ
る
扉
絵
は
、
原

書
で
あ
る
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
の
扉
絵
と
は
、
異
な
っ
て
い
る
。
現
在
で

は
、
ス
ペ
イ
ン
の
解
剖
学
者
ワ
ル
エ
ル
ダ
が
著
し
た
解
剖
書
の
扉
絵
と
構
図
が
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、直
武
が
挿
絵
を
担
っ
た
こ
と
は
、

杉
田
玄
白
と
交
流
が
あ
っ
た
平
賀
源
内（
一
七
二
八
〜
一
七
八
〇
）と
の
関
係
が
大
き

い
と
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
翻
訳
・
刊
行
は
、
一
時
代
を
劃
す
る
偉
業
と
し
て
医
学
史
上
高
く
評
価
さ

れ
、
以
後
日
本
医
学
の
夜
明
け
を
築
き
上
げ
た
名
医
家
た
ち
が
次
々
と
本
書
に
学

び
、
医
学
の
発
達
に
偉
大
な
る
貢
献
を
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

五
冊　
安
永
三
年（
一
七
七
四
）刊　
杉
田
玄
白
・
前
野
良
沢
・
中
川
淳
庵
訳

小
野
田
直
武
画　
縦
二
六・八
×
横
一
八・〇
㎝

〔
請
求
記
号
六
九
〇
・
九
─
三
五
六
─
五
〕

解か
い

体た
い

新し
ん

書し
ょ

9
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平
家
の
栄
華
と
没
落
を
描
き
、「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
…
」
の
書
き
出
し
で
知
ら

れ
る
『
平
家
物
語
』
は
中
世
前
期
に
成
立
し
て
以
来
、
広
く
愛
読
さ
れ
、
語
り
継
が

れ
て
き
た
日
本
文
学
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
。
後
世
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
同
じ

ジ
ャ
ン
ル
の
軍
記
物
語
を
は
じ
め
諸
作
品
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

そ
の
原
作
者
に
つ
い
て
は
多
く
の
説
が
あ
り
、
最
古
の
も
の
は
兼
好
法
師
の
『
徒

然
草
』
の
な
か
に
、
信
濃
前
司
行
長
な
る
人
物
が
作
者
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

行
長
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
、
関
白
・
九
条
兼
実
に
仕
え
て
い
た
家
司
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
る
。

原
本
は
す
で
に
な
い
が
、
書
写
さ
れ
た
多
く
の
諸
本
が
現
存
。
大
き
く
は
盲
目
の

琵
琶
法
師
が
琵
琶
を
か
き
鳴
ら
し
な
が
ら
語
る
と
き
の
台
本
と
な
る
「
語
り
本
系
」

と
、
読
み
物
と
し
て
語
り
本
系
よ
り
も
分
量
の
多
い
「
読
み
本
系
」
の
二
系
統
に
分

か
れ
る
。
さ
ら
に
語
り
本
系
統
の
諸
本
は
流
派
の
別
か
ら
、
一
方
流
諸
本
と
八
坂
流

諸
本
と
に
区
別
さ
れ
る
。

龍
谷
大
学
本
は
、
語
り
本
系
一
方
流
の
覚
一
本
で
あ
る
。
覚
一
本
は
南
北
朝
期
の

代
表
的
な
琵
琶
法
師
・
覚
一
が
一
三
七
一
年（
応
安
四
年
）、
当
流
の
証
本
と
し
て
書

き
遺
し
た
伝
本
で
あ
り
、
奥
書
に
覚
一
と
い
う
署
名
が
見
え
る
。

な
お
、
龍
谷
大
学
本
に
は
、
同
じ
覚
一
系
の
高
野
本（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
）

に
あ
る
「
祇
王
の
巻
」
と
「
小
宰
相
の
巻
」
が
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
同
本

が
最
古
の
覚
一
本
で
あ
り
、
二
つ
の
巻
は
後
か
ら
創
り
出
さ
れ
て
付
加
さ
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
龍
谷
大
学
本
は
覚
一
系
の
な
か
で
も
最
も
古
い
写
本
と
し
て

重
視
さ
れ
て
き
た
。
加
え
て
文
学
的
に
も
完
成
さ
れ
た
伝
本
と
言
わ
れ
、
日
本
古
典

文
学
大
系
本
『
平
家
物
語
』（
岩
波
書
店
）の
底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

十
二
冊　
室
町
時
代
写　
縦
二
八・〇
×
二
二・五
㎝

〔
請
求
記
号
〇
二
一
─
三
二
二
─
一
二
〕

平へ
い

家け

物も
の

語が
た
り
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